
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今から１万年以上前の縄文時代、町内のあちこ

ちで当時の土器や住居跡などが見つかっています。 

 赤沢地区の舟久保洞窟は、夏涼しく冬温かい年

間を通して 12 度前後、縄文人が住んでいました。 

 その場所で私たちは、当時の縄文人になりきっ

て、縄文土器を作って焼いたり、火を起こしたり、

勾玉を作ったり、洞窟を見学しました。 

 縄文人の暮らしの様子や知恵を知ることができ

ました。 

【第１回 7月 24日（日） 中央公民館】 

・ 紫波町の縄文を知ろう！ 

・ 縄文土器を作ってみよう！ 

【第２回 10 月 2 日（日） 船久保農村公園他】 

・ 縄文土器を焼こう（野焼き）！ 

・ 舞切式火起こし器で火を起こそう！ 

・ 勾玉（縄文時代の玉飾り）を作ろう！ 

・ 舟久保洞窟を見学しよう！ 

【町芸術祭 小中作品展示会 11月 19～21日】 

・ できた縄文土器を皆さんに披露する 

 

 

 

 

のまとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「宇宙の不思議」をテーマに、親子で科学の原

理を生かす実験や工作（ホバークラフト、傘袋ロ

ケット、熱気球）に取り組み、さらに自由研究発表

会で成果を交流し合い、自然や宇宙の不思議・秘

密に迫ります。 

【第１回 10月 16日（日） 情報交流館】 

・ 開校式・宇宙の学校とは 

・ ホバークラフト（水陸両用）を作って遊ぼう 

 

 

 

 

 

 

【第２回 11月 27日（日） 情報交流館】 

・ 傘袋ロケットを作って飛ばそう！ 

【第３回 1月 22日（日） 情報交流館】 

・ 親子で取り組んだ自由研究を発表しよう！ 

・ 熱気球を作って空高く飛ばそう！ 

 

 

 

 

 

令 和 4 年 度 「 紫 波 っ 子 サ イ エ ン ス 教 室 」 

土器づくりや野焼き、洞窟体験！みんなで炎を

囲んで、「縄文の不思議」を科学します！ 

縄 文 の 科 学 

JAXAと KU-MAと共催、3回のスクーリングと

自由研究で身近な科学と宇宙を学びます！ 

宇 宙 の 学 校 

小学生の科学に対する興味・関心の薄れ（理科離れ）が問題化される昨今、小学生の親子が身近な

暮らしや地域の題材をもとにした観察・工作・実験に取り組むことで、親子の触れ合いを深め、自然

を愛する心情や自然の事象・現象についての興味・関心を高め、科学的なものの見方や考え方を養う

ことを目的として実施しています。 

また、紫波総合高校理科研究部や紫波一中科学部の生徒を中心とした町内中高校生のボランティア

が、準備から当日後片付けまで、また、指導補助として活躍しています。 

11年目となる今年度は、「宇宙の学校」（全 3回）・「縄文の科学」（全 2回）を実施しました。 

 

 

 
 

 

 

これから実施の事業は、昨年度までの写真を使用しています 


